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5 歳児 ともだち 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

ご入園・ご進級 

おめでとうございます 
 

保育園の周りも 3 月に入り早々に桜の花が満開になったので、どうかな…思い

ましたが。いくつかの木は、まだ少し残っていてくれた中、八重桜が咲き、新しい

ことに向かう皆をお祝いしてくれているようです。 

４月１日、新入園児を迎え、 

○たんぽぽ（０歳児）９名・たけのこ（1 歳児）１５名 

○く  る み（２歳児）１８名 

○まつぼっくり（３歳児）２０名 

○しいのみ（４歳児）２０名 

○くすのき（５歳児）２０名 

計１０２名で５年度の保育が始まりました。1 日は、土曜日ということで本格的

に登園が始まったのは 3 日の日になりました。新しい環境に慣れず、泣いている子

もいれば楽しく遊んでいる子もいます。それを見守る保護者の方、お友達、保育士

それぞれ色々な思いでスタートを迎えています。どの子も早く新しい環境に慣れ、

この１年、『よく遊び・よく食べ・よく寝て』を目標に、たくましい子に成長して

いきますよう願っております。そして、楽しく素敵な１年になればと思います。 

保護者の方々もわからないこと、困ったこと、不安や心配なこと、またご意見や

ご要望など、どんなことでも職員にご相談ください。皆様のご理解、ご協力のもと

今年度も 1 年頑張ってまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願い致しま

す。 

 

 

                          ふじみ保育園 佐久間文子 

 



ふじみ保育園 事業計画 (R５年度) 

 

【村山苑保育所の基本方針】 

社会福祉法人村山苑は、保育目標を「たくましく」とし、保育所保育指針に基づき、「子どもの最善の利益を

考慮し、その福祉を積極的に増進することに最もふさわしい生活の場の提供する」、「家庭との緊密な連携の下

に、子どもの状況や発達過程を踏まえ、保育所における環境を通して、養護及び教育を一体的に行なう」「入

所する子どもの保護者の支援及び地域の子育て家庭に対する支援等を行なう」役割を担い、倫理観に裏付けさ

れた専門的知識、技術及び判断をもって、それぞれの園の特性を活かし、保育並びに保護者支援を行っていく。 

 

【重点運営方針】 

① 法人理念、ふじみ保育園の理念を浸透させる。 

② 園児・保護者、家族に対し常に人権を尊重し、親切丁寧を旨とし、言語態度には細心の注意を

払い、笑顔・挨拶を心がけて接していく。 

③ 人材確保・育成・定着に向けた取り組みの継続実施。 

・保育フェア、就職フェア―(村山苑)、就職相談会等の開催で、人材確保を継続。 

・実習生・ボランティアを感染対策に配慮しながら受け入れ、人材確保に繋げる。 

・職員の資質向上に向け、「個人研修計画・評価シート」による主体的な学びの充実。 

又、職員間で学を共有（内部研修の充実・外部研修の報告・共有・活用） 

・ICT化をさらに促進し、業務の軽減化を図り、人材確保・定着に繋げる。 

④ 苦情解決・第三者評価結果の課題改善に努め、質の向上を図る。 

⑤ SDGsに向けた、取り組みを保育を通して行っていく。 

※私たちが出来ることを考え、行動していく。 

 

【重点サービス計画】 

Ⅰ．保育サービス計画 

（1）保育の質の向上 

① 年齢ごとの発達の理解 

・発達カリキュラムを完成させ、発達理解を共有し保育の充実を図る。 

② 虐待防止の徹底 

・職員の子どもに対しての虐待防止の徹底を図る。（虐待防止チェックを個人チェックは年 4回、

毎年実施。内部研修による互いの気づきをグループワークにて話し合い個々の振り返りに生

かし、組織的に継続実施していく内部研修は年 1回実施） 

・保護者による虐待防止を早期発見し、各関係機関と連携し、児童虐待防止に努め育 

児不安を抱える家庭支援を進める。 

③ 事故防止の徹底 

・シミュレーション・KYT実施、気づきヒヤリハット、事故報告の即座の共有、改善 

策の検討、課題の抽出、定期的なマニュアルの見直しを図る。 



④ 個人情報保護の徹底 

・就業規則の第３章第 9条及び、第 10条の厳守の徹底を図る。 

（年度初めにおいて、就業規則を配布しての説明を行い、厳守の徹底を喚起し、半 

期・年間の振り返り会議にて振り返りを行っているが、さらに浸透を深めるため 

に読み合わせを行い、意識の向上を図る。） 

・個人情報保護の徹底を各自が、徹底できているかの振り返りを年 4 回の虐待チェックリスト

の項目に新たに個人情報保護に関する項目を加えて実施する。 

・接遇・個人情報保護に関する研修を実施し、職員の意識向上を図る。 

・リスクマネジメント委員会にて、接遇マナーの実践研修を取り組んでいく。 

  

（2）保護者支援 

① 保護者理解 

・常に人権を尊重し、親切丁寧を旨とし、言語態度には細心の注意を払い、笑顔挨拶を心がけて

接していく。保護者一人一人のあるがままの姿を受け止めた支援を心がけ、指導ではなく、傾

聴と共感を大切にしていく。 

② 要支援保護者のケアー 

・関係機関と連携を図り、育児不安を抱える家庭の支援を進めていく。 

 

（3）地域支援 

① 地域の子育て家庭に向けての支援をチームで取り組み充実を図る。 

・東京都保育サービス推進事業に係る項目の 100％実施。 

・地域の子育て家庭の支援を村山苑の「トータルケアサポートむらやまえん生活相談所」とも連

携を図り、進めていく。 
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★防犯上のため・・・ＡＭ９:３０～ＰＭ１６:００まで、玄関ドアに鍵をかけています。 

この時間に入る時は、インターフォンにて声をかけて下さい。 

★飛び出し予防のため・・・保護者駐輪場の茶色の門扉は、必ず保護者の方が鍵を 

かけるよう、お願い致します。駐輪場の出入り口は、 

9:30～15:00 までは、閉門させていただきます。 

★クラス懇談会年間予定表は、4 月中にコドモンにてお知らせする予定です。 

★コドモンでの休み、遅刻等の連絡は７：００～８：３０までにお願いします。 

 ８：３０～１９：００までは、電話で連絡をお願いします。（コドモン連絡不可） 

７ 

今月の地域活動 

１２日（水）健康体育 

１４日（金）新入・進級児お祝い会 

１９日（水）健康体育 

２６日（水）誕生会（各クラス） 

２８日（金）園医健診０、１、２歳児 

新入園児 
 

♥５月２７日 （土） 乳児親子交流会（０、１、２歳児） 

♥１０月７日 （土） 第４４回運動会（３、４、５歳児） 

♥１１月 1８日（土） 秋まつり（全クラス） 

♥１月２７日 （土） おたのしみ会（くすのき５歳児） 

 

♪紙芝居屋さん（南台公園） 

４／１８、２５（火）１０：３０～ 

☆地域の皆さんと子どもたちと離れて

見ていただく等、感染症予防の対策を

取り、楽しんで頂きたいと思います。 

 



 

 

 

村山苑の基本理念 

村山苑が福祉サービスを必要とするすべての人々に、その人の人格の尊厳を守り、 

その人の環境、年齢および心身の状況に応じて本来的な生活を築き、生命の輝きを 

見出すことのできる福祉サービスを提供することである。 

 

         

ふじみ保育園 保育理念 

 

１、子ども一人ひとりを尊び、すこやかな育ちを支えます。 

２、保護者の方々とのパートナーシップを大切にします。 

       ３、地域に貢献します。 

  

9 名のお友だちがたんぽぽさんとして入園しました。お布団でごろりんと、寝返りを

うつと、目の前にお友だちがいてビックリ！初めてのことばかりでドキドキして泣いて

しまうこともありますが、おもちゃに手を伸ばしてみたり、お友だちや保育者の顔をじ

っと見つめて観察していたりと、少しずつ慣れているように感じます。 

子どもたちが安心して保育園で過ごせるように、サークル車や 

バギーに乗ってお散歩に行き、たくさん外気浴を行い気持ちよく、 

ゆったりと、過ごしていきたとおもいます！ 

一人一人の子どもの気持ちを受止め、 

寄り添いながら保育していきたいです。 
 

 

今月の目標 園の生活に慣れ、安心して過ごす 

 新しいお友だちが６名、進級児が９名の１５名でスタートしました。新しい環境にな

り、ドキドキして泣く姿も見られますが、お気に入りのおもちゃであそんだり、友だち

と同じ事をして顔を見合わせ、笑ったりする姿はとてもほほえましいです。 

新入園のお友だちも少しずつ保護者のそばから 

離れてあそべるようになってきました。 

ドキドキするけれど、手を伸ばして“だっこ～”の仕草。 

保育者に甘えながら、ぎゅーと抱きしめると安心。 

子どもたちの気持ちをしっかりと受け止めて過ごしています。 

  

今月の目標 新しい環境に慣れる。あそびを楽しむ。 

２ 



子どもたちのいいね、

ほっこりエピソード 

 

  
 新しいお友だちを 2名迎えて、18名でスタートしたくるみ組の子どもたち。 

新しい環境、新しい大人にドキドキした姿が見られ、大きな声で泣いて 

みたり、自分の気持ちをたくさん出してケンカしてみたり、ソワソワとして 

います。大人でも新しい環境になると緊張したり、落ち着かなくなったり 

しますよね。子どもたちが安心して楽しく過ごしていけるよう、気持ちを受け止めて 

過ごしていきたいと思います。4 月になり園庭であそんでいますが、毎日いろいろな 

発見があります。暖かくなり、虫さんが活動を開始しているので、みんな虫探しに 

夢中！「いたいた！」としゃがみこみ、じっと地面を観察。ひとりが見つけると 

「なに？」と次々、友だちが集まってきます。「あり！いたねー！」とやりとりする姿が 

とても微笑ましく可愛いです。たくさんの発見を一緒に楽しんでいきたいと思います！ 

 

新クラスになって、緊張や不安もありながら、「まつぼっくりさん！」と 

呼ばれる事が嬉しくて、張り切ってがんばっている子どもたちです！ 

新入園児も 3 名入り、「新しい子のお名前聞いてみよう！」「あなたのお名前は？ 

って、やろうよ！」と、まつぼっくりさんにお友だちが増えた！！と喜んでいます。 

まつぼっくりになっておたより帳にシールを貼るのがとっても楽しいようで、「今日もシール貼る

よね？」「今日はどんなシール？」と、毎日ワクワクな子どもたちです！ 

嬉しい気持ちと、不安な気持ち、色々な気持ちが沢山なこの時期なので、一人ひとりの気持ちに丁

寧に寄り添って過ごしていきたいです！ 

今月の目標 新しい環境に慣れ、安心して過ごす 

〇新しい生活に慣れる。 

○戸外あそびを楽しむ 
今月の目標 

４ 

 少しずつ自分でやりたい

気持ちが高まっているたん

ぽぽのＳくん。ベストを着

ようとして、反対のおてて

がなかなか通らず、くるく

る回転してしまいました。

がんばれー！ 

ドッチボールで負けて、悔しく

て涙しているＳちゃんに、Ｔくん

が近づいてきて、「大丈夫。次、勝

てばいいじゃん」と優しく話して

いる、思いやる気持ちにほっこり

でした。 

昨年度 3 月までの 

いいね！を集めました。 



子どもたちのいいね、

ほっこりエピソード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               今年度はふじみ保育園の『いいね！』を沢山お届け 

               したいと思います。お楽しみに！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい環境にドキドキしたり、最初は、まつぼっくりさ～ん 

と呼ぶと、｢ハーイ。｣と返事をしていたのに、給食を食堂でくすのきさんと一緒に食べたり、食器が

大きいものに変わったりと、ちょっとうれしいことがありました。今までは 6 色の水性ペンを使って

いたのが 12色入りになったり、しいのみっていいなぁと思いはじめた子どもたち。そのうちまつぼ

っくりさんと呼んでも、｢チガウヨ、シイノミダヨ。｣とどの子も言っています。 

夕方、子どもたちにどんなことが楽しかったか聞くと、 

「○○シタノガ、タノシカッタ。」と伝えてくれます。 

お話も上手ですよ。これからも、あそびたいこと、 

やってみたいことが沢山でてきそう。楽しみです。 

 

去年から「くすのきさんになったら…」と楽しみにしていた子どもたち。今年一年、

どんなことをやりたいか尋ねてみると、「畑で野菜つくりたい！」「遠足に行きたい！」

「太鼓やりたい！」などなど、喜びと期待で溢れています。 

 去年のくすのきさんから引き継いだ、カメのねねちゃん。 

水槽の汚れに気づき、さっそく掃除をしました。緑の苔を擦り 

落とし、砂利は水の中でかき混ぜ、すすぎを 2 回。楽しみなが 

らも丁寧です。何をしたいか、どうするべきか、自分たちでよく 

考え、どんなことにも挑戦する 1 年にしていきたいです。 

今月の目標 

今月の目標 ○新しい環境に慣れる 

○戸外あそびを楽しむ 

 

○新しい生活に慣れる。  

○戸外あそびを楽しむ 

５ 

 パンダ公園にみんなでお散歩に行ったときのこと。

“パンダいるかな？” “パンダに会いにいこうね”と

楽しみにしながら公園に到着。すると…パンダがいな

い？！みんなキョロキョロと探していました。いくら探

しても見つからないパンダ…。すると、Ａくんが「さむ

いから土の中にいるんじゃない？」と一言。すると、み

んなで土をけって、いかどうか確かめるのでした(笑) 


